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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの通信チャネルによって互いにリンクされ、少なくとも１つが移動する
少なくとも第１および第２の無線機を含む電気通信システムにおいてデータを送信するた
めの方法であって、
　前記データを複数の成分にわたって拡散するための拡散ステップと、
　等化ステップであって、該等化ステップにおいて、前記拡散ステップの結果として生成
される各成分が前記通信チャネル内の通信状態を表す所定の等化値によって掛け合わされ
る、等化ステップとを含み、
　少なくとも１つの所定の等化値が、前記移動無線機が動くことに起因し、前記通信チャ
ネル内の前記通信状態に悪影響を及ぼすドップラ効果も表すことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記所定の等化値はそれぞれ前記通信チャネル内の雑音レベルを表すパラメータを含み
、前記所定の等化値はさらに前記ドップラ効果を表す付加雑音パラメータも含む請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記通信チャネル内の前記通信状態は、前記通信チャネルを通して前記移動無線機によ
って以前に受信された少なくとも１つの到来信号において前記状態の影響を調べることに
よりモデル化され、前記ドップラ効果を表す前記付加雑音パラメータは、前記到来信号が
前記移動無線機によって受信されてから時間が経過するとともに増加するようになされる
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分散を特徴付ける請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記通信チャネル内の前記通信状態は、前記通信チャネルを通して前記移動無線機によ
って以前に受信された少なくとも１つの到来信号において前記状態の影響を調べることに
よりモデル化され、前記ドップラ効果を表す前記付加雑音パラメータは、その値が２つの
連続した到来信号間の時間インターバルにわたって平均されたある一定の分散を特徴付け
る請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記等化ステップは、前記移動無線機によって送信されるようになされる信号の成分に
おいて前記移動無線機によって実行されるようになされる請求項１ないし４のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項６】
　前記等化ステップは、前記移動無線機によって受信される信号の成分において前記移動
無線機によって実行されるようになされる請求項１ないし４のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項７】
　少なくとも１つの通信チャネルによって互いにリンクされ、少なくとも１つが移動する
少なくとも第１および第２の無線機を含む電気通信システムであって、
　送信されるデータを複数の成分にわたって前記通信チャネルを通して拡散するための拡
散手段と、
　前記拡散手段によって出力される各成分を前記通信チャネル内の通信状態を表す所定の
等化値と掛け合わせるように構成される等化手段とを含み、
　当該電気通信システムは、少なくとも１つの所定の等化値が、前記移動無線機が動くこ
とに起因し、前記通信チャネル内の前記通信状態に悪影響を及ぼすドップラ効果も表すこ
とを特徴とする、少なくとも１つの通信チャネルによって互いにリンクされ、少なくとも
１つが移動する少なくとも第１および第２の無線機を含む電気通信システム。
【請求項８】
　前記所定の等化値はそれぞれ前記通信チャネル内の雑音レベルを表すパラメータを含み
、前記所定の等化値はさらに前記ドップラ効果を表す付加雑音パラメータも含む請求項７
に記載の電気通信システム。
【請求項９】
　前記通信チャネル内の前記通信状態は、前記通信チャネルを通して前記移動無線機によ
って以前に受信された少なくとも１つの到来信号において前記状態の影響を調べることに
よりモデル化され、前記ドップラ効果を表す前記付加雑音パラメータは、前記到来信号が
前記移動無線機によって受信されてから時間が経過するとともに増加するようになされる
分散を特徴付ける請求項８に記載の電気通信システム。
【請求項１０】
　前記通信チャネル内の前記通信状態は、前記通信チャネルを通して前記移動無線機によ
って以前に受信された少なくとも１つの到来信号において前記状態の影響を調べることに
よりモデル化され、前記ドップラ効果を表す前記付加雑音パラメータは、その値が２つの
連続した到来信号間の時間インターバルにわたって平均されたある一定の分散を特徴付け
る請求項８に記載の電気通信システム。
【請求項１１】
　請求項７ないし１０のいずれか一項に記載の電気通信システムに含まれることになる移
動無線機であって、当該移動無線機の等化手段は送信ステージの上流に配置され、前記送
信ステージによって送信されることになる信号の成分を処理するように構成される移動無
線機。
【請求項１２】
　請求項７ないし１０のいずれか一項に記載の電気通信システムに含まれることになる移
動無線機であって、該移動無線機の等化手段は受信ステージの下流に配置され、前記受信
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ステージによって受信される信号の成分を処理するように構成される移動無線機。
【請求項１３】
　請求項７ないし１０のいずれか一項に記載の電気通信システムによって、あるいは請求
項１ないし６のいずれか一項に記載の方法を用いることによって、通信チャネルを通して
送信される無線信号。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つの通信チャネルによって互いにリンクされ、少なくとも１つ
が移動する少なくとも第１および第２の無線機を含む電気通信システムにおいてデータを
送信するための方法に関し、
　上記データを複数の成分にわたって拡散するための拡散ステップと、
　等化ステップであって、等化ステップにおいて、拡散ステップの結果として生成される
各成分が通信チャネル内の通信状態を表す所定の等化値によって掛け合わされる、等化ス
テップとを含む。
【背景技術】
【０００２】
　この種の従来の方法が提案されている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００３】
　当該文献によれば、送信側無線機によって送信されることになる信号にプレディストー
ションを適用するために、等化ステップは上記送信側無線機によって実行されるようにな
されており、それにより、通信チャネルによって生成される歪みが上記プレディストーシ
ョンによって予め補償されるであろう。
【０００４】
　当該文献に記載されるプレディストーションは、拡散ステップに起因する成分をそれぞ
れ、通信チャネル内の通信状態を予め知ることにより計算される等化値と掛け合わせるこ
とにより達成されることになる。
【０００５】
　そのように通信状態を予め知ることは、上記無線機によって以前に受信された到来信号
を解析することを基にすることができ、その変化がこの無線機によって観測され、通信チ
ャネル内の通信状態をモデル化できるようになるであろう。結果として生成されるモデル
は通常、それぞれが拡散信号の所与の成分に対して割り当てられ、上記成分に適用される
ことになる等化値を計算するために用いられる、複数のチャネル係数の形で表される。
【０００６】
　しかしながら、上記のように以前の到来信号に基づいて生成される通信チャネルのモデ
ルが少なくとも部分的に陳腐化し、それにより以前に計算された等化値に基づく等化ステ
ップを通して達成されることになる補償が不正確であるか、または効果がなくなる可能性
があるような速度で上記無線機が動くときに、問題が生じる。
【０００７】
　詳細には、ある成分は実際には過大に補償される結果になるが、一方、他の成分への通
信チャネルへの影響は補償が不十分であるため、これらの他の成分は大きく歪んだままに
なり、かつ／または歪みが生じるようになるであろう。さらに、補償を行うことは電力を
消費するので、過大な補償はエネルギーを無駄に消費することになるであろう。そのエネ
ルギーは、通常は移動無線機に取り付けられるバッテリに蓄えられるので、供給量が制限
されている場合が多い。
【０００８】
　したがって、既知の方法は、通信品質およびエネルギー消費の両方に関して、うまく機
能していないことがわかっている。
【０００９】
【非特許文献１】Mm. David Mottier 及び Damien Castelain著、「SINR-Based Channel 
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Pre-equalization for Uplink Multi-Carrier CDMA systems」、ＩＥＥＥ、２００２年９
月
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、移動無線機が動くことにより等化値が陳腐化し得ることを認識し、補
償する、データを送信するための方法を提供することにより、上記の問題を解決すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　実際、初段落で記載した方法は、本発明の第１のソフトウエア関連の態様によれば、少
なくとも１つの所定の等化値が、移動無線機が動くことに起因し、通信チャネル内の通信
状態に悪影響を及ぼすドップラ効果も表すことを特徴とする。
【００１２】
　本発明は、無線機が動くことによって引き起こされるドップラ効果の定量化を、関連す
る１つあるいは複数の等化値に組み込むことにより、上記無線機が動くことによって通信
チャネルに引き起こされる変化を考慮できるようにする。そのような対策を講じることに
より、無線機が動くのに応じて、上記関連する１つあるいは複数の等化値が動的に調整で
きるようになり、上記１つあるいは複数の等化値が陳腐化する危険性を減らし、それによ
り通信品質およびエネルギー消費の両方に関して、等化ステップによって達成される補償
能力が高められる。
【００１３】
　本発明のこの第１の態様の具体的な実施形態によれば、所定の等化値はそれぞれ上記通
信チャネル内の雑音レベルを表すパラメータを含み、上記所定の等化値はさらに上記ドッ
プラ効果を表す付加雑音パラメータも含む。
【００１４】
　以下にさらに十分に記載されるように、この具体的な実施形態は、ドップラ効果の補償
を提供するための既に存在している計算方式を用いることができるようにし、本発明を実
施するために必要とされる計算電力の増加が抑えられるであろう。
【００１５】
　この具体的な実施形態の第１の変形形態によれば、通信チャネル内の通信状態は、上記
通信チャネルを通して移動無線機によって以前に受信された少なくとも１つの到来信号に
おいて上記状態の影響を調べることによりモデル化され、上記ドップラ効果を表す付加雑
音パラメータは、上記到来信号が移動無線機によって受信されてから時間が経過するとと
もに増加するようになされる分散を特徴付ける。
【００１６】
　上記のような到来信号を無線機は予めわかっていない場合もあり、その場合、上記無線
機は通信チャネルの、いわゆるブラインド推定を実行するであろう。到来信号は、その値
が予め無線機によって知られているパイロット信号を含み、それにより無線機がいわゆる
パイロットに基づくチャネル推定を実行できるようにし、ブラインド推定よりも精度の高
い結果を生成することが好ましいであろう。
【００１７】
　先に記載された第１の変形形態は、以前に受信された到来信号に基づいて生成されてい
る通信チャネルのモデルの経過時間を考慮に入れており、モデルの経過時間が経つのに応
じて、補償の度合いを大きくする。
【００１８】
　したがって、この第１の変形形態はかなり満足のいく精度を提供するが、その代償とし
て、ドップラ効果を表す付加雑音パラメータの値を更新するために必要とされる計算電力
が高くなる。
【００１９】
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　上述した具体的な実施形態の第２の変形形態によれば、上記ドップラ効果を表す付加雑
音パラメータは、その値が上述のような２つの連続した到来信号間の時間インターバルに
わたって平均化されたある一定の分散を特徴付ける。
【００２０】
　この第２の変形形態は、先に記載された第１の変形形態よりもわずかに精度は劣るが、
それでもドップラ効果を十分に補償することができ、その一方で、必要とされる計算電力
は少なく、すなわち、２つの連続する到来信号間の時間インターバル毎に、付加雑音パラ
メータの分散のための１つの平均値を計算するために必要とされる計算電力しか必要とさ
れないであろう。
【００２１】
　先に説明されたように、本発明による方法に含まれる等化ステップは、移動無線機によ
って、上記移動無線機によって送信されようとしている信号の成分において、前もって実
行されることができる。
【００２２】
　別法では、あるいはそれに加えて、そのような等化ステップは、移動無線機によって受
信される、たとえば無線基地局からの信号の成分において、上記信号が受信された通信チ
ャネルによって実際に生成された歪みを補償するために、上記移動無線機によって実行さ
れる場合もある。
【００２３】
　第２のハードウエア関連の態様によれば、本発明はまた少なくとも１つの通信チャネル
によって互いにリンクされ、少なくとも１つが移動する少なくとも第１および第２の無線
機を含む電気通信システムに関し、
　送信されるデータを複数の成分にわたって上記通信チャネルを通して拡散するための拡
散手段と、
　拡散手段によって出力される各成分を通信チャネル内の通信状態を表す所定の等化値と
掛け合わせるように構成される等化手段とを含み、
　電気通信システムは、少なくとも１つの所定の等化値が、移動無線機が動くことに起因
し、通信チャネル内の通信状態に悪影響を及ぼすドップラ効果も表すことを特徴とする、
少なくとも１つの通信チャネルによって互いにリンクされ、少なくとも１つが移動する少
なくとも第１および第２の無線機を含む。
【００２４】
　そのような電気通信システムでは、等化手段は、移動無線機内の送信ステージの上流に
配置されることができ、上記送信ステージによって送信されることになる信号の成分を前
もって処理するように構成される。別法では、あるいはそれに加えて、そのような等化手
段は、移動無線機の受信ステージの下流に配置されることもでき、上記受信ステージによ
って受信された信号の成分を処理するように構成される。
【００２５】
　したがって、本発明は移動無線機であって、上述のような等化手段が送信ステージの上
流に配置され、上記送信ステージによって送信されることになる信号の成分を処理するよ
うに構成される移動無線機にも関する。
【００２６】
　さらに本発明は、移動無線機であって、上述のような等化手段が受信ステージの下流に
配置され、上記受信ステージによって受信される信号の成分を処理するように構成される
移動無線機に関する。
【００２７】
　本発明は、電気通信システムによって、あるいは上記のような方法を用いることにより
、通信チャネルを通して送信される無線信号にも関連する。
【００２８】
　上記の本発明の特徴および他の特徴は、添付の図面に関連して与えられる以下に記載さ
れる説明を読むことからさらに明らかになるであろう。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　図１は、第１の無線機、たとえば移動無線端末と、第２の無線機ＲＸ、たとえば無線基
地局あるいは別の移動無線端末とを含む電気通信システムＳＹＳＴを概略的に示す。第１
および第２の無線機ＴＸｉおよびＲＸは、通信チャネルＣｈｉによって互いにリンクされ
ており、その通信チャネルを通して、第１の無線機ＴＸｉは第２の無線機ＲＸに無線信号
Ｓｇｉを送信しようとする。
【００３０】
　本発明のこの実施形態では、電気通信システムＳＹＳＴは、第１の無線機ＴＸｉの中に
配置される、
　通信チャネルＣｈｉを通して送信されることになるデータＤｉのストリームを複数の成
分にわたって拡散するための拡散手段ＤＰＬＣＴと、
　上記各成分を、所定の符号語、たとえばウォルシュ符号語の一部を形成する符号化され
た値Ｃｉ（１）・・・Ｃｉ（ｍ）・・・Ｃｉ（Ｍ）と掛け合わせるように構成される符号
化手段ＭＣ１・・・ＭＣｍ・・・ＭＣＭと、
　周波数拡散手段ＭＣ１・・・ＭＣｍ・・・ＭＣＭによって出力される各成分Ｃｔｊ（た
だしｊ＝１～Ｍ）を、通信チャネルＣｈｉ内の通信状態を表す所定の等化値Ｗｉ（ｊ）＊

（ただしＸ＊＊はＸの複素数を示し、ｊ＝１～Ｍ）と掛け合わせるように構成される等化
手段ＭＷ１・・・ＭＷｍ・・・ＭＷＭとを備える。
【００３１】
　第１の無線機ＴＸｉはさらに、等化手段ＭＷ１・・・ＭＷｍ・・・ＭＷＭによって出力
される全ての成分を再結合し、それらの成分を、結果として生成された信号Ｓｇｉの形で
第２の無線機ＲＸに向けて送信するように構成される信号処理および送信ステージＴＲＳ
を備える。
【００３２】
　第２の無線機ＲＸは、Ｋ個の異なる無線機からの信号Ｓｇ１・・・ＳｇＫを受信するこ
とができる信号受信および処理ステージＲＣＳを備えており、それらの信号の中の信号Ｓ
ｇｉが第１の無線機ＴＸｉによって送信される。信号受信および処理ステージＲＣＳはさ
らに、全ての他の受信された信号から、到来信号Ｓｇｋ（ただしｋ＝１～Ｋ）それぞれを
区別し、その区別された各信号を、それぞれが乗算器ＩＭＣｊ（ただしｊ＝１～Ｍ）によ
って、符号化された値Ｃｉ（ｊ）＊と掛け合わされるようになされるＭ個の成分Ｃｒｊ（
ただしｊ＝１～Ｍ）に分割することができる。その後、結果として生成された成分は、結
合手段ＣＭＢによって、無線機ＴＸｉによって元々送信されたデータＤｉの推定値から構
成される１つのデータストリームＥｄｉに再結合される。
【００３３】
　本発明のこの実施形態では、第１の無線機ＴＸｉに含まれる等化手段ＭＷ１・・・ＭＷ
ｍ・・・ＭＷＭは、第１の無線機ＴＸｉによって送信されることになる信号Ｓｇｉの成分
にプレディストーションを適当し、それにより、通信チャネルＣｈｉによって生成される
歪みが上記プレディストーションによって予め大幅に削減されるようにする。
【００３４】
　このために、適当な等化値が、この図には示されないが、たとえば本発明人による先に
述べられた文献において開示されるいわゆるＳＩＮＲ技術による計算手段によって計算さ
れ、その等化値によって、通信チャネルＣｈｉによる送信に関連付けられる信号対雑音・
干渉比は最大になるようになされるであろう。
【００３５】
　このＳＩＮＲ技術によれば、各等化値Ｗｉ（ｊ）は以下のように表すことができる。
【００３６】
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【数１】

【００３７】
　ただしｈｉ（ｊ）は、第１の送信機ＴＸｉによって以前に受信されたパイロット信号を
調べることに基づいて計算された通信チャネル内の通信状態を表す係数であり、σ２は付
加白色ガウス雑音（ＡＷＧＮ）モデルに従った雑音分散を表し、μは以下の式にしたがっ
て選択される。
【００３８】

【数２】

【００３９】
　等化値Ｗｉ（ｊ）を計算するために、推定されたデータＥｄｉと元のデータＤｉとの間
の最小平均二乗誤差を低減するようになされる、いわゆるＭＭＳＥ技術のような他の技術
を用いることもでき、ＭＭＳＥ技術によれば、各等化値Ｗｉ（ｊ）は以下のように表すこ
とができる。
【００４０】

【数３】

【００４１】
　本発明によれば、所定の等化値Ｗｉ（ｊ）は、移動無線機ＴＸｉが動くことに起因し、
通信チャネルＣｈｉ内の通信状態に悪影響を及ぼすドップラ効果も表すであろう。
【００４２】
　この目的を果たすために、ここに図示される例では、所定の等化値Ｗｉ（ｊ）はさらに
、上記ドップラ効果を表す付加雑音パラメータσｄ

２も含む。
【００４３】
　したがって、本発明のこの実施形態では、ＳＩＮＲ技術を用いることより以前に計算さ
れた等化値Ｗｉ（ｊ）を以下のように表すことができる。
【００４４】
【数４】

【００４５】
　一方、ＭＭＳＥ技術を用いることにより以前に計算された等化値Ｗｉ（ｊ）は、以下の
ように表すことができる。
【００４６】

【数５】
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【００４７】
　上記のいずれの式においても、ドップラ効果を表す項σｄ

２／２は、Ｊ０とも呼ばれ、
σｄに適用される０次の第１種ベッセル関数の二次の近似から生成され、その近似によれ
ば、Ｊ０

２（σｄ）～１－σｄ
２／２である。本発明の他の実施形態では、このベッセル

関数Ｊ０は２よりも高い次数に近似されることができ、それにより、上記の式に、σｄの
さらに大きな偶数のべき乗項が導入されるであろう。
【００４８】
　本発明の上記の実施形態は、既に存在している計算アルゴリズム、たとえばＳＩＮＲあ
るいはＭＭＳＥ技術を実施するために現時点で用いられている技術を、ドップラ効果を補
償するために適合させることができ、本発明を実施するために必要とされる計算電力の増
加が抑えられるであろう。
【００４９】
　図２は、上記の第１の無線機ＴＸｉによって送信されることができるデータ信号Ｄｓｉ
と、上記第１の無線機ＴＸｉによって同時に受信されることができる信号Ｒｓｉとを示す
１組のクロノグラム(chronograms)である。したがって、第１の到来するパイロットシン
ボルＰＳ１が受信され、その後、データシンボルｄＳ１・・・ｄＳＮのストリームが送信
するために生成される。各データシンボルはＴに等しい持続時間を有し、各データシンボ
ルｄＳｎ（ただしｎ＝１～Ｎ）の前に、たとえばＯＦＤＭ変調標準規格によって必要とさ
れるように、先行するデータシンボルｄＳｎ－１によって生成される干渉を吸収するため
のガードインターバルｄＴｎが挿入される。データストリームには、第２のパイロットシ
ンボルＰＳ２が後続する。その到来するパイロットシンボルは、一般的にダウンリンク信
号とアップリンク信号との間に挿入される所定のタイムスキューＴｓｋによって、送信さ
れることになるデータシンボルｄＳ１・・・ｄＳＮのストリームから分離される。
【００５０】
　第１の到来するパイロットシンボルＰＳ１を解析することにより、第１の無線機ＴＸｉ
は、通信チャネルをモデル化する第１の組のチャネル係数ｈｉ１を計算できるようになり
、第１の組のチャネル係数ｈｉ１を用いて、上記のような等化値が計算されるであろう。
この第１の組のチャネル係数ｈｉ１は、時間が経過するとともにますます陳腐化するよう
になるが、上記ドップラ効果を表す付加雑音パラメータσｄ

２によって、直前のパイロッ
ト信号、この例ではＰＳ１が第１の無線機によって受信されてから時間が経過していくと
ともに増加するようになされる分散が、都合よく特徴付けられるであろう。
【００５１】
　この目的を果たすために、付加雑音パラメータσｄ

２は［２π．Ｆｄ．（Ｔｓｋ＋ｎ．
（Ｔ＋ｄＴ））］２に等しいものと定義されることができる。ただし、Ｔは１つのデータ
シンボルｄＳｎ（ただしｎ＝１～Ｎ）の持続時間であり、ｄＴは１つの関連するガードイ
ンターバルｄＳｎの持続時間であり、Ｆｄは移動無線機の速度に関連付けられるドップラ
周波数を表す。
【００５２】
　本発明のこの第１の変形形態では、付加雑音パラメータσｄ

２の上記の定義によって、
等化値Ｗｉが連続して更新されるようになり、それにより上記等化値の陳腐化が大幅に低
減され、実質的には、上記チャネルを通過する信号において、通信チャネルによって引き
起こされる変更の十分な補償が維持されるであろう。
【００５３】
　しかしながら、そのような連続した更新は貴重な計算電力を必要とし、それにより、無
線機が動作するために必要とされるエネルギーを供給するバッテリがあまりにも早く使い
尽くされる可能性もある。本発明の第２の変形形態によれば、付加雑音パラメータσｄ

２

はある一定の分散を特徴付けており、その値は２つの連続したパイロット信号間の時間イ
ンターバルにわたって平均されるであろう。そのような第２の変形形態では、付加雑音パ
ラメータσｄ

２は以下のように定義されることができる。
【００５４】
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【数６】

【００５５】
　本発明のこの第２の変形形態は、上記の第１の変形形態よりも精度はわずかに劣るが、
それでもドップラ効果を十分に補償することができ、その一方で、必要とされる計算電力
は少なく、すなわち、２つの連続するパイロット信号、たとえばＰＳ１とＰＳ２との間の
時間インターバルＮ（Ｔ＋ｄＴ）＋２．Ｔｓｋ毎に、付加雑音パラメータσｄ

２の分散の
ための１つの平均値を計算するために必要とされる計算電力しか必要とされないであろう
。
【００５６】
　先に説明されたように、本発明による方法に含まれる等化ステップは、移動無線機によ
って送信されるようになされる信号の成分において、上記移動無線機によって前もって実
行されることができる。
【００５７】
　図３は別の移動無線機ＲＸｍを示しており、その移動無線機は、代わりに、あるいはさ
らに、たとえば無線基地局から、上記移動無線機ＲＸｍによって受信される信号Ｓｇｉの
成分Ｃｒｊ（ただしｊ＝１～Ｍ）においてそのような等化ステップを実行することができ
る。そのような受信された信号は、データシンボルおよびパイロットシンボルの両方を含
むことができ、たとえば、上記の信号ＤｓｉおよびＲｓｉの重ね合わせとして解釈される
ことができるが、全てのシンボルが同じダウンリンクチャネルを通して受信されるので、
その中のタイムスキューは消失しているであろう。パイロットシンボルに先行する付加的
なガードインターバルが、受信された信号Ｓｇｉ内に挿入されている場合もある。
【００５８】
　上記信号Ｓｇｉが受信された通信チャネルによって実際に生成された歪みを補償するた
めに、図１に示される第２の無線機ＲＸに類似の移動無線機ＲＸｍはさらに、受信ステー
ジＲＣＳの下流に配置され、乗算器ＩＭＣｊ（ただしｊ＝１～Ｍ）によって出力される各
成分Ｃｒｊ（ただしｊ＝１～Ｍ）を、一方では、通信チャネルＣｈｉ内の通信状態を表し
、他方では移動無線機ＲＸｍの動きに起因し、上記通信状態に悪影響を及ぼすドップラ効
果を表す所定の等化値Ｇｉ（ｊ）＊（ただしｊ＝１～Ｍ）と掛け合わせるように構成され
る等化手段ＭＧ１・・・ＭＧｍ・・・ＭＧＭを備える。
【００５９】
　先に説明されたように、そのような等化値Ｇｉ（ｊ）＊はＳＩＮＲ技術を用いることに
より計算され、以下のように表されることができる。
【００６０】

【数７】

【００６１】
　一方、ＭＭＳＥ技術を用いることにより計算される等化値Ｇｉ（ｊ）＊は以下のように
表されることができる。
【００６２】
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【数８】

【００６３】
　ただし、μおよびσｄ

２は先に記載されたように計算されることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明による電気通信システムを概略的に示すブロック図である。
【図２】そのようなシステムによって送信されることができるデータ信号と、パイロット
信号とを概略的に示す説明図である。
【図３】本発明の１つの実現可能な実施形態による移動無線機を概略的に示すブロック図
である。

【図１】 【図２】

【図３】
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